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は、2017 年度春学期（4 月から 7 月）に実施された早稲田大学日本語教育研究センターの






（2017 年度春学期 「わたしのにほんご」プロジェクト 1-2 シラバス1） 
筆者らは本授業に実習生として参加し、本授業の担当教員からのアドバイスを受けなが
ら、授業計画をたて、実践を行った。日本滞在年数、目的、日本語のレベル等が多様な学


































3. 1 人あたり 2 つの見出し語を選び辞書を作成するという主旨を説明する。2 つの
見出し語のうち 1 つは、上記 2 の活動で作成したリストから選ぶよう指示し、残
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学生が作成した「例文」には、次に述べる 4 つの特徴が見られた。以下見出し語を【 】、
例文を「 」で記す。 
3.1 特徴 1 見出し語と共起する語が用いられている 
1. 【JK】「濃紺の JK の制服は可愛いと思います。」 




3.2 特徴 2 対訳が複数示され、それぞれに例文が示されている 




2. 【めちゃくちゃ】 messy 
 「へやはめちゃくちゃです。」 
 very 
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3.3 特徴 3 使われる状況の説明がなされている 

































まずい                    ふつう 
 
 




















 1 早稲田大学日本語教育研究センター2017 年度春学期 「わたしのにほんご」プロジェクト 1-2 シ
ラバス <https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA104.php?pKey=9204A120010120179204A12 
00192&pLng=jp>（2019/08/08 参照） 




育の過去・現在・未来 第 3 巻「教室」』凡人社、pp. 94-118 
（しらい ともえ 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程修了） 
（たかつき みよう イーストウエスト日本語学校） 
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